
童
目

薬

中
西
　
聡
著

『
海
の
富
豪
の
資
本
主
義

北
前
船
と
日
本
の
産
業
化

』

深
　
井
　
甚
　
三

　
著
者
は
先
に
『
近
世
・
近
代
日
本
の
布
場
構
造
』
を
出
版
し
、
蝦
夷
地
・

北
海
道
の
海
産
物
流
通
を
北
前
船
に
よ
る
廻
船
輸
送
の
問
題
も
加
え
て
実
証

的
に
解
明
さ
れ
て
い
る
経
済
史
研
究
者
で
あ
る
。
大
学
院
の
時
よ
り
北
前
船

に
関
す
る
研
究
に
も
取
り
組
ま
れ
、
そ
の
成
果
の
一
端
を
右
の
著
に
も
取
り

上
げ
ら
れ
、
そ
の
後
に
本
格
的
に
北
前
船
主
の
経
営
分
析
を
進
め
ら
れ
、
本

書
を
刊
行
さ
れ
た
。

　
本
書
は
明
治
以
降
に
お
け
る
日
本
の
資
本
主
義
形
成
の
中
で
の
地
方
有
力

資
産
家
、
北
前
船
経
営
者
の
役
割
解
明
の
た
め
に
近
世
を
扱
う
も
の
の
、
近

代
の
企
業
勃
興
に
か
か
わ
る
彼
ら
の
役
割
と
経
営
行
動
を
論
ず
る
研
究
書
で

あ
る
。
近
代
に
踏
み
込
ま
ず
に
、
専
ら
近
世
の
問
題
を
扱
い
、
し
か
も
経
済

史
・
経
営
史
研
究
者
で
は
な
い
評
者
の
よ
う
な
者
が
書
評
を
行
う
の
は
著
者

に
失
礼
の
よ
う
に
も
思
う
が
、
北
前
船
展
開
の
申
心
地
で
、
後
に
示
す
よ
う

に
本
書
で
非
常
に
重
要
な
評
価
を
与
え
ら
れ
た
北
陸
の
富
山
県
に
居
住
し
て
、

海
運
経
理
に
前
田
藩
領
社
会
の
地
域
史
研
究
も
行
っ
て
い
る
者
に
は
重
要
な

研
究
書
な
の
で
、
あ
え
て
書
評
を
引
き
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。

　
ま
ず
、
本
書
の
内
容
を
示
す
こ
と
に
し
た
い
。
本
書
の
構
成
は
次
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

　
　
序
章
　
海
の
富
豪
か
ら
み
た
近
代
日
本

　
　
第
工
部
　
商
品
・
資
本
市
場
と
北
前
船
主

　
　
第
1
章
（
場
所
請
負
商
人
か
ら
巨
大
漁
業
家
へ
）
・
第
2
章
（
買
積

　
　
船
商
人
の
多
拠
点
化
と
資
産
運
用
）
・
第
－
部
補
論
（
北
陸
親
議
会

　
　
加
盟
北
前
船
主
の
垂
直
統
合
経
営
と
全
国
市
場
）

　
　
第
H
部
　
地
域
経
済
と
北
前
船
主

　
　
　
第
3
章
・
（
青
森
県
船
主
の
海
運
・
酒
造
・
銀
行
経
営
〉
・
第
4
章

　
　
　
（
新
潟
県
船
主
の
海
運
・
農
業
経
営
）
・
第
5
章
・
（
石
川
県
船
主
の

　
　
　
海
運
・
不
動
産
経
営
）
・
第
∬
部
補
論
（
東
岩
瀬
・
高
岡
地
域
北
前

　
　
　
船
主
の
複
合
経
営
と
窟
山
県
経
済
）

　
　
第
撮
部
　
地
域
社
会
と
北
前
船
主

　
　
　
第
6
章
（
旧
金
沢
藩
有
力
船
主
と
地
域
経
済
・
社
会
の
展
開
）
・
第

　
　
　
7
章
（
旧
小
浜
藩
有
力
船
主
と
地
域
経
済
・
社
会
の
展
開
）
・
第
皿

　
　
　
部
補
論
（
三
国
・
敦
賀
湊
北
前
船
主
の
御
用
と
福
井
県
の
産
業
化
）

　
　
終
章
（
日
本
の
産
業
化
と
北
前
船
主
）

　
序
章
で
示
さ
れ
た
本
書
の
課
題
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
九
世
紀
中
頃
よ
り
一
九
工
○
年
代
に
継
続
し
た
北
前
船
主
を
対
象
に
し
て
、

そ
の
経
営
が
近
年
か
ら
近
代
へ
の
転
換
の
中
で
ど
の
よ
う
に
展
開
し
、
近
代

の
経
営
・
投
資
行
動
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
、
具
体
的
に
は
彼
ら

が
産
業
化
に
果
た
し
た
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
。
そ
の
際
に
こ
れ
ら

の
経
営
の
地
域
へ
の
影
響
力
を
考
慮
し
て
分
析
対
象
も
選
び
、
さ
ら
に
こ
れ

を
専
業
・
兼
業
の
志
向
性
の
別
と
藩
権
力
な
ど
の
権
力
や
地
域
社
会
と
の
距

離
の
取
り
方
の
差
異
か
ら
彼
ら
を
三
つ
に
分
類
し
て
、
各
タ
イ
プ
の
事
例
を
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二
、
三
選
ん
で
そ
の
各
個
別
経
営
を
分
析
検
討
す
る
が
、
ア
ト
ラ
ン
ダ
ム
に

事
例
を
選
ぶ
の
で
は
な
く
、
多
数
の
客
船
帳
に
よ
り
六
隻
以
上
の
船
を
所
有

し
た
こ
と
が
わ
か
る
廻
船
主
の
中
か
ら
選
択
し
て
い
る
。
第
一
の
タ
イ
プ
は

北
海
道
産
物
扱
い
を
主
に
海
運
関
係
部
門
に
進
出
し
た
北
前
船
主
で
あ
り
、

地
域
社
会
と
の
関
わ
り
が
弱
い
、
つ
ま
り
地
域
に
貢
献
し
な
か
っ
た
タ
イ
プ

で
あ
り
、
こ
れ
を
第
－
部
で
取
り
上
げ
る
。
第
二
の
タ
イ
プ
は
支
配
権
力
、

藩
と
の
関
係
が
弱
く
、
近
代
に
は
多
様
な
業
種
に
経
営
展
開
を
し
、
地
域
経

済
と
の
関
わ
り
が
強
い
船
主
で
あ
り
、
第
H
部
で
検
討
す
る
。
第
三
は
支
配

権
力
と
の
関
係
が
強
く
御
用
輸
送
な
ど
御
用
依
存
が
大
き
い
が
、
明
治
維
新

に
よ
り
特
権
を
失
い
海
運
業
が
停
滞
す
る
も
の
の
、
土
地
経
営
に
進
出
し
て

地
域
社
会
と
の
関
わ
り
が
強
か
っ
た
タ
イ
プ
で
、
こ
れ
は
皿
都
で
検
討
し
て

い
る
。

　
第
－
部
は
商
品
・
資
本
市
場
の
視
点
か
ら
経
営
者
の
行
動
に
お
け
る
リ
ス

ク
と
収
益
の
問
題
を
考
え
る
と
し
て
、
高
収
益
を
取
る
こ
と
を
優
先
さ
せ
、

産
地
と
販
売
先
に
店
を
持
っ
て
こ
の
間
の
輸
送
を
行
い
、
さ
ら
に
は
漁
場
経

営
な
ど
に
も
踏
み
出
す
垂
直
統
合
経
営
の
タ
イ
プ
を
扱
う
こ
と
に
な
る
。
彼

ら
は
北
海
道
産
物
と
い
う
特
定
商
品
に
専
念
し
た
た
め
に
、
他
商
品
経
営
転

換
へ
の
弾
力
的
対
応
が
困
難
と
な
り
、
交
通
網
近
代
化
に
よ
り
海
運
経
営
か

ら
撤
退
し
、
商
業
以
外
の
分
野
へ
の
転
身
を
必
要
と
し
た
と
す
る
。
ま
た
、

彼
ら
は
家
業
・
家
産
志
向
性
が
強
く
、
社
会
志
向
性
も
弱
い
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。

　
～
章
で
取
り
上
げ
る
近
江
八
幡
の
住
吉
屋
西
川
家
は
｝
八
世
紀
中
葉
に
商

場
請
負
に
進
出
し
、
一
八
六
〇
年
に
は
場
所
積
出
産
物
の
大
部
分
を
手
船
輸

送
す
る
垂
直
統
合
経
営
を
展
開
し
た
。
同
家
は
一
八
九
〇
年
代
末
に
は
地
元

の
企
業
勃
興
に
十
分
な
貢
献
を
し
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
海
運
業
撤
退
後
も

漁
業
経
営
継
続
や
北
海
道
で
の
農
場
経
営
な
ど
に
よ
り
八
幡
と
の
関
わ
り
が

小
さ
く
な
っ
た
こ
と
も
指
摘
す
る
。

　
一
一
章
は
加
賀
国
橋
立
の
酒
屋
酒
谷
家
を
取
り
上
げ
る
。
同
家
は
荷
所
船
の

船
主
で
あ
る
が
、
買
積
み
経
営
に
転
換
し
て
か
ら
は
北
海
道
産
物
を
専
ら
扱

い
、
　
八
九
〇
年
に
箱
館
支
店
を
設
け
、
垂
直
統
合
経
営
を
進
め
る
よ
う
に

な
っ
た
と
す
る
。
｝
九
〇
〇
年
代
に
は
漁
業
経
営
へ
転
換
し
、
同
一
〇
年
代

に
は
海
運
業
か
ら
撤
退
し
、
そ
の
後
、
貸
金
業
や
銀
行
預
金
・
有
価
証
券
な

ど
の
資
産
運
用
を
積
極
的
に
行
っ
た
が
、
土
地
投
資
は
少
な
か
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
同
家
も
地
元
の
企
業
勃
興
に
無
関
心
と
す
る
。

　
1
部
補
論
は
垂
直
統
合
経
営
を
進
め
た
、
北
陸
県
議
会
を
結
成
し
た
石
川

県
瀬
越
・
橋
立
の
廻
船
主
や
福
井
県
河
野
の
右
近
家
な
ど
を
扱
い
、
家
業
・

家
産
指
向
性
が
強
く
、
彼
ら
の
経
営
展
開
は
北
海
道
漁
業
・
同
農
業
や
中
央

の
資
本
・
金
融
市
場
を
利
用
し
た
資
産
運
営
に
た
ど
り
つ
き
、
出
身
地
経
済

と
の
関
わ
り
は
弱
い
ま
ま
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
∬
部
は
北
前
船
主
に
よ
る
地
域
の
産
業
形
成
を
考
え
る
た
め
に
、
地
域
の

経
済
主
体
と
経
済
構
造
の
関
連
を
考
え
る
と
し
、
多
業
種
に
経
営
を
展
開
さ

せ
、
し
か
も
近
世
に
領
主
や
地
域
と
の
関
わ
り
が
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
く
、

近
代
に
は
柔
軟
に
経
営
を
展
開
さ
せ
ら
れ
た
第
ニ
タ
イ
プ
を
検
討
す
る
。

　
三
章
の
青
森
県
野
辺
地
の
野
村
屋
野
村
家
は
、
廻
船
問
屋
で
盛
岡
藩
の
御

用
輸
送
も
行
っ
た
が
、
下
り
荷
を
上
方
の
木
綿
に
特
化
し
て
い
た
特
徴
を
持

っ
て
い
た
と
い
う
。
同
家
は
松
方
デ
フ
レ
に
よ
り
廻
船
経
営
を
縮
小
し
、
　
一

八
九
三
年
に
は
同
経
営
か
ら
撤
退
し
て
い
る
が
、
一
八
九
九
年
に
銀
行
業
に

進
書
し
、
ま
た
、
牧
場
経
営
で
地
元
畜
産
業
に
も
貢
献
し
た
こ
と
も
指
摘
し

て
い
る
。

　
四
章
は
新
潟
県
鬼
舞
の
伊
藤
家
を
取
り
上
げ
る
。
同
家
は
幕
末
に
は
大
規
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評書

模
廻
船
所
持
者
と
な
り
、
今
町
・
新
潟
を
拠
点
に
地
元
米
や
塩
・
砂
糖
・
昆

布
な
ど
を
取
引
し
た
が
、
松
方
デ
フ
レ
後
の
一
八
八
○
年
代
後
半
に
北
海
道

産
魚
肥
を
取
り
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
。
　
一
八
九
三
年
に
は
前
年
に
設
け
た
小

橡
店
を
本
店
と
し
、
西
洋
型
帆
船
に
よ
る
運
賃
積
み
へ
転
換
し
た
が
、
一
九

〇
四
年
に
は
撤
退
し
地
元
の
農
業
経
営
に
力
を
入
れ
た
も
の
の
、
地
元
の
企

業
勃
興
に
か
か
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

　
五
章
、
石
川
県
湊
の
熊
田
家
は
｝
八
量
紀
末
に
は
遠
隔
地
間
交
易
に
乗
り

出
し
た
が
、
北
海
道
へ
進
出
し
て
同
魚
肥
を
扱
う
の
は
近
代
で
あ
っ
た
。
一

八
八
○
年
代
中
葉
に
秋
田
米
か
ら
北
海
道
産
鱗
魚
肥
を
取
り
扱
う
よ
う
に
な

っ
た
が
、
経
営
が
困
難
化
し
｝
九
〇
五
年
に
は
運
賃
積
み
を
本
格
的
に
行
う

よ
う
に
も
な
っ
た
。
ま
た
、
同
年
に
小
樽
出
張
店
を
開
設
し
、
漁
場
経
営
へ

積
極
的
に
乗
り
出
し
、
さ
ら
に
＝
年
に
は
商
業
部
を
設
立
し
、
｝
三
年
に

は
北
海
道
に
農
場
を
設
け
る
な
ど
多
角
化
し
、
二
〇
年
代
に
は
多
く
の
会
社

の
経
営
に
か
か
わ
っ
た
。
な
お
、
一
八
八
二
年
よ
り
地
元
の
土
地
取
得
も
進

め
た
が
、
地
元
の
企
業
勃
興
に
最
も
貢
献
し
た
の
は
同
家
の
よ
う
な
中
規
模

北
前
船
主
で
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

　
議
論
で
は
富
山
県
の
東
岩
瀬
の
馬
場
家
や
高
岡
地
域
の
菅
野
家
な
ど
を
取

り
上
げ
る
。
富
山
県
は
一
九
一
〇
年
代
か
ら
人
造
肥
料
工
業
を
主
と
す
る
化

学
工
業
な
ど
工
業
生
産
を
増
大
さ
せ
、
し
か
も
特
定
業
種
に
か
た
よ
ら
な
い

多
数
の
会
社
が
在
方
の
町
も
含
め
て
設
立
さ
れ
た
こ
と
、
北
薗
船
主
は
土
地

経
営
、
魚
肥
移
入
、
北
洋
漁
業
進
出
、
人
造
肥
料
工
業
展
開
を
通
し
て
大
き

く
貢
献
し
た
と
す
る
。

　
第
H
部
で
は
地
域
社
会
の
視
点
か
ら
、
藩
と
の
結
び
つ
き
が
非
常
に
強
い

有
力
北
前
船
主
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
彼
ら
は
地
域
社
会
と
の
強
い
関
係
も

持
っ
て
い
た
た
め
に
、
維
新
後
の
産
業
勃
興
期
に
企
業
勃
興
な
ど
に
積
極
的

に
取
り
組
む
も
の
の
、
松
方
デ
フ
レ
以
前
や
同
デ
フ
レ
に
よ
り
衰
微
し
、
地

域
経
済
展
開
に
寄
与
で
き
な
か
っ
た
タ
イ
プ
と
す
る
。

　
こ
の
六
章
は
越
中
放
生
津
の
綿
屋
宮
林
家
を
取
り
上
げ
る
。
同
家
は
網
元

で
藩
米
の
輸
送
も
行
っ
た
が
、
綿
の
買
い
積
み
を
主
に
し
て
盛
期
は
一
八
五

〇
年
代
で
あ
っ
た
。
維
新
後
に
北
海
道
交
易
に
乗
り
出
し
、
銀
行
や
海
運
会

社
な
ど
諸
会
社
に
も
参
加
、
出
資
し
た
が
、
松
方
デ
フ
レ
で
解
散
な
ど
し
て

家
産
を
か
な
り
失
っ
た
結
果
、
土
地
経
営
を
専
ら
行
っ
た
と
す
る
。
た
だ
し
、

新
当
主
が
成
人
し
た
｝
九
〇
七
年
頃
か
ら
会
社
経
営
や
株
式
投
資
を
再
開
し
、

そ
の
後
に
地
域
の
産
業
化
に
貢
献
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
七
章
は
若
狭
小
浜
の
古
河
屋
古
河
家
を
取
り
上
げ
る
。
同
家
は
米
手
形
役

所
頭
取
を
務
め
多
額
の
御
用
金
も
度
々
負
担
し
た
。
同
家
は
一
九
世
紀
に
は

北
海
道
交
易
を
始
め
た
が
、
多
品
種
商
品
を
取
り
扱
っ
た
こ
と
、
ま
た
諸
藩

の
御
用
輸
送
も
行
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
幕
宋
に
大
き
く
資
産
を
減
少
さ

せ
た
が
、
一
九
〇
〇
年
前
後
か
ら
分
家
と
と
も
に
地
域
の
銀
行
・
汽
船
会
社

な
ど
企
業
勃
興
に
関
与
し
た
と
い
う
。

　
補
論
は
三
国
の
内
田
家
・
森
田
家
と
敦
賀
の
大
和
田
家
な
ど
の
船
主
を
扱

う
。
内
田
家
は
松
方
デ
フ
レ
に
よ
り
海
運
業
か
ら
撤
退
し
た
が
、
同
家
よ
り

御
用
金
負
担
の
少
な
い
森
田
家
は
醸
造
業
を
行
っ
て
い
た
た
め
に
同
デ
フ
レ

後
に
多
角
経
営
へ
展
開
で
き
、
ま
た
大
和
園
家
は
北
海
道
交
易
を
基
盤
に
置

く
新
興
御
用
商
で
あ
り
、
近
代
初
め
に
敦
賀
に
本
店
を
置
く
銀
行
が
な
か
っ

た
こ
と
が
幸
い
と
な
り
、
そ
の
後
の
銀
行
業
進
出
な
ど
企
業
化
が
う
ま
く
い

っ
た
と
す
る
。

　
終
章
の
へ
節
で
は
、
北
前
船
主
は
垂
直
統
合
経
営
を
進
め
る
タ
イ
プ
と
本

支
店
の
複
数
の
拠
点
を
生
か
し
た
多
角
化
を
巳
指
す
複
合
経
営
の
タ
イ
プ
に

分
か
れ
た
が
、
近
毒
の
経
営
形
態
は
近
代
に
も
継
続
し
、
一
八
七
〇
年
代
後
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半
の
イ
ン
フ
レ
期
の
商
業
蓄
積
を
も
と
に
展
開
し
た
多
角
経
営
が
地
方
の
産

業
化
を
進
め
る
大
き
な
機
動
力
に
な
っ
た
と
す
る
。
次
に
北
前
船
の
概
念
に

つ
き
、
特
に
輸
送
形
態
を
従
来
の
よ
う
に
亭
々
船
と
す
る
の
で
は
な
く
、
運

賃
積
み
な
ど
も
行
う
多
様
性
で
把
握
す
べ
き
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
北
前
船

主
は
全
体
と
し
て
一
八
九
〇
年
代
の
企
業
勃
興
に
貢
献
で
き
な
か
っ
た
が
、

富
山
・
石
川
・
福
井
三
筆
の
み
は
地
方
銀
行
の
担
い
手
と
な
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
会
社
設
立
の
参
加
は
金
融
流
通
部
門
と
な
り
、
一
九
一
〇
年
以
降
の
海

運
撤
退
か
ら
株
主
・
社
債
保
有
者
と
し
て
関
与
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

二
節
は
北
前
船
主
が
企
業
勃
興
期
に
家
業
外
の
株
式
投
資
を
あ
ま
り
行
わ
な

か
っ
た
た
め
に
北
陸
地
域
の
製
造
業
の
会
社
設
立
が
展
開
し
な
か
っ
た
こ
と

を
大
阪
と
の
比
較
で
指
摘
し
、
堅
地
の
有
力
商
家
の
資
金
力
と
経
営
志
向
性

の
差
異
を
基
礎
に
し
て
日
本
の
産
業
構
造
の
地
域
間
の
差
異
が
形
成
さ
れ
た

と
す
る
。
最
後
に
三
節
で
は
展
望
と
し
て
北
陸
地
域
の
産
業
化
が
、
富
山
県

は
人
造
肥
料
製
造
が
農
業
生
産
増
大
を
も
た
ら
し
、
福
井
・
石
川
両
県
は
絹

織
物
業
が
製
糸
・
養
蚕
業
発
展
を
も
た
ら
す
農
工
闘
産
業
連
関
を
伴
い
、
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
経
済
成
長
を
地
域
に
生
み
出
し
た
こ
と
、
そ
の
背
景
に
は

北
甫
船
主
の
家
業
維
持
と
複
合
経
営
の
兼
業
志
向
も
あ
り
、
多
様
な
雇
用
機

会
が
地
域
に
確
保
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
大
都
市
と
の
生
活
水
準
の
格
差
拡
大

が
押
し
と
ど
め
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
北
前
船
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
個
別
経
営
を
多
数
、
し
か
も
日
本
海
沿

岸
地
域
全
体
に
及
ん
で
分
析
す
る
こ
と
は
み
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
本
書
は

日
本
海
沿
岸
を
主
と
し
た
広
域
の
多
く
の
船
主
家
の
個
別
経
営
を
、
し
か
も

そ
の
経
営
史
料
を
、
近
世
も
含
め
て
近
代
に
つ
き
詳
細
に
分
析
し
て
い
る
点

が
ま
ず
評
価
さ
れ
る
べ
き
点
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
家
の
分
析
も
貴
重
で
あ
る

が
、
評
者
の
よ
う
に
富
山
県
に
住
む
者
に
は
、
越
中
放
生
津
の
宮
林
家
が
所

蔵
す
る
文
書
が
本
格
的
に
調
査
、
分
析
さ
れ
た
こ
と
は
と
り
わ
け
注
目
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
越
後
鬼
舞
の
伊
藤
家
の
文
書
は
故
人
の
当
主
が

使
用
紹
介
さ
れ
る
こ
と
の
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
初
め
て
本
格
的
な
経
営

分
析
が
行
わ
れ
発
表
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
も
注
目
さ
れ
る
。
他
の
北
前
船

主
家
の
経
営
分
析
も
、
先
行
研
究
が
若
干
あ
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
ら
を
踏

ま
え
た
上
で
分
析
さ
れ
た
こ
れ
ら
も
大
切
な
仕
事
で
あ
り
、
今
後
こ
れ
ら
の

個
別
分
析
は
貴
重
な
成
果
と
し
て
北
前
船
研
究
に
稗
益
す
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
。
　
も
ち
ろ
ん
本
書
は
個
別
事
例
分
析
を
単
純
に
ま
と
め
た
も
の
で
は
な
い
。

地
方
有
力
資
産
家
に
よ
る
近
代
の
産
業
発
展
の
役
割
を
北
前
船
主
研
究
に
よ

り
前
進
さ
せ
た
研
究
と
し
て
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
北
前
船
主
が
そ
の

獲
得
し
た
富
を
も
と
に
投
資
す
る
事
業
展
開
の
方
向
性
を
リ
ス
ク
の
取
り
方

と
い
う
観
点
か
ら
類
型
的
に
把
握
し
、
ま
た
そ
の
経
営
志
向
性
を
藩
権
力
と

の
距
離
の
取
り
方
や
地
域
社
会
と
の
か
か
わ
り
の
取
り
方
と
い
う
点
か
ら
も

そ
の
タ
イ
プ
を
析
出
し
て
、
さ
ら
に
は
対
象
と
な
る
日
本
海
沿
岸
各
地
域
に

お
け
る
北
前
船
主
に
よ
る
企
業
展
開
の
特
徴
を
、
多
く
の
全
国
的
統
計
資
料

も
駆
使
し
て
、
ま
た
数
多
く
の
補
充
事
例
も
加
え
て
比
較
分
析
し
て
明
ら
か

に
し
ょ
う
と
す
る
意
欲
的
な
仕
事
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
検
討
に
よ
り
そ

の
経
営
の
複
数
の
方
向
性
が
提
示
さ
れ
、
松
方
デ
フ
レ
を
乗
り
切
り
、
地
域

の
企
業
勃
興
に
大
き
く
寄
与
し
た
北
前
船
主
の
タ
イ
プ
が
示
さ
れ
た
こ
と
は

評
価
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
本
書
は
著
者
が
評
価
す
る
現
代
に
と
っ
て
好
ま
し
い
農
工
連
関
型

発
展
を
招
来
し
た
地
域
を
摘
出
す
る
と
い
う
現
代
と
の
関
わ
り
を
も
重
視
し

て
い
る
が
、
と
り
わ
け
興
味
が
引
か
れ
る
の
は
、
彼
ら
の
地
域
社
会
と
の
関

わ
り
、
社
会
性
を
重
視
し
分
析
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
明
治
に
入
り
没
落
す
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回書

る
船
主
も
多
く
、
そ
の
中
に
地
域
の
た
め
に
事
業
取
り
組
み
を
し
、
家
産
を

傾
け
る
者
も
お
り
、
彼
ら
の
評
価
が
当
該
地
の
地
域
史
の
中
で
当
然
に
高
い

の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
船
主
の
登
場
の
背
景
を
北
前
船
主
の
社
会
志
向
性

の
有
無
の
問
題
の
中
で
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
で
も
注
目
さ
れ
る
。

　
さ
て
、
本
書
で
は
経
営
の
リ
ス
ク
の
取
り
方
や
地
域
志
向
性
、
社
会
指
向

性
な
ど
の
点
を
重
視
し
て
課
題
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
が
、
利

用
し
て
い
る
史
料
は
専
ら
経
営
帳
簿
・
取
引
関
係
帳
簿
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に

よ
り
把
握
さ
れ
た
経
営
の
結
果
に
よ
る
著
者
の
判
断
で
は
な
く
、
や
は
り
経

営
者
、
北
前
船
主
の
経
営
判
断
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
う
な
っ
て
い
た
か
を
是
非
と

も
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
点
で
肝
心
の
史
料
で
あ
る
当
主
の
日
記

や
書
状
、
記
録
な
ど
を
も
と
に
彼
ら
の
経
営
方
針
と
経
営
選
択
、
領
主
と
の

関
係
の
取
り
方
ま
で
踏
み
込
ま
な
い
の
で
は
も
の
た
り
な
い
。
近
世
は
と
も

か
く
、
明
治
に
入
れ
ば
そ
の
よ
う
な
史
料
も
残
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
北
前
船
主
に
よ
る
設
立
会
社
が
銀
行
・
運
輸
な
ど
に
集
中
し
、
工
業

部
門
の
会
社
設
立
が
南
関
東
・
策
海
・
近
畿
臨
海
地
域
に
比
べ
て
か
な
り
遅

れ
た
と
指
摘
す
る
点
や
、
彼
ら
の
家
業
維
持
と
複
合
経
営
の
志
向
性
が
第
一

次
・
曲
直
次
・
第
三
次
産
業
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
産
業
構
成
で
生
活
の
豊

か
さ
を
目
指
す
道
を
切
り
開
く
方
向
に
あ
っ
た
と
す
る
結
論
的
な
点
の
背
景
、

要
因
理
解
の
た
め
に
も
知
り
た
い
点
で
あ
る
。

　
本
書
で
は
北
前
船
主
経
営
の
経
営
形
態
に
つ
い
て
類
型
を
設
定
し
て
い
る
。

そ
の
類
型
で
は
垂
直
分
業
経
営
と
複
合
経
営
は
専
業
か
兼
業
か
と
い
う
同
じ

レ
ベ
ル
の
区
分
で
あ
る
が
、
御
用
形
態
の
区
分
は
こ
れ
と
異
な
り
、
ま
た
近

世
と
い
う
時
代
規
定
と
な
る
も
の
で
、
こ
れ
を
同
時
適
用
す
る
の
は
あ
ま
り

適
当
で
は
な
く
、
そ
し
て
御
用
依
存
の
度
合
い
が
問
題
と
な
る
た
め
に
事
例

が
妥
当
か
問
題
を
残
す
も
の
も
生
み
出
し
て
い
る
。
複
合
経
営
事
例
と
さ
れ

る
秋
野
家
は
酒
田
の
本
間
家
と
比
較
し
て
の
藩
依
存
の
弱
さ
か
ら
複
合
経
営

タ
イ
プ
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
御
用
経
営
タ
イ
プ
の
加
賀
藩
の
宮

林
家
は
、
藩
米
輸
送
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
史

料
の
裏
付
け
は
弱
い
。

　
本
書
は
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
重
視
と
い
う
点
か
ら
、
日
本
海
沿
岸
地
域

内
で
の
地
域
的
特
徴
把
握
に
も
務
め
て
い
る
。
地
域
性
と
い
う
点
で
は
、
近

代
化
や
資
本
主
義
成
立
と
真
宗
信
仰
の
関
係
が
問
題
と
さ
れ
、
こ
の
点
で
北

陸
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
北
前
船
展
開
地
域
の
企
業
勃
興
は
、
地
域
社
会
志

向
性
を
権
力
と
の
近
さ
か
ら
だ
け
で
と
ら
え
る
の
は
不
十
分
と
な
る
。
特
に

全
家
産
を
地
域
社
会
に
捧
げ
た
藤
井
能
三
や
、
窮
民
救
済
に
積
極
的
な
内
田

惣
右
衛
門
の
場
合
は
個
人
的
資
質
の
問
題
も
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
彼
ら
の
よ

う
な
人
物
を
生
み
出
し
て
く
る
北
陸
地
域
の
背
景
が
別
に
把
握
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
複
合
経
営
の
富
山
県
の
代
表
的
事
例
と
さ
れ
て
い
る

高
岡
の
菅
野
家
は
、
内
陸
の
商
業
都
市
高
岡
の
、
し
か
も
川
湊
と
な
っ
て
い

た
木
町
と
も
無
関
係
な
商
人
で
あ
る
。
資
産
蓄
積
に
北
前
船
経
営
が
大
き
な

役
割
を
は
た
し
た
と
し
て
も
、
本
来
は
海
商
と
は
別
の
内
陸
商
人
で
、
飴
・

砂
糖
か
ら
多
様
な
商
売
を
行
う
中
で
北
前
船
経
営
に
進
出
し
た
商
人
で
あ
り
、

元
来
の
船
持
ち
商
人
と
い
う
点
か
ら
多
角
的
経
営
が
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な

い
。
経
営
形
態
で
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
潮
入
の
類
型
的
位
置
づ
け
も
考

え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
北
前
船
主
の
類
型
に

つ
い
て
は
、
さ
ら
に
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　
次
に
、
著
者
が
高
く
評
価
す
る
こ
の
農
工
連
関
の
産
業
発
展
が
北
陸
に
ま

た
そ
の
砂
山
で
み
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
要
と
な
る
産
業
の
入
門
肥

料
製
造
は
、
著
者
も
指
摘
す
る
よ
う
に
伯
山
の
電
力
の
安
さ
か
ら
も
立
地
し

て
い
る
。
富
山
の
電
力
産
業
は
売
薬
産
業
の
資
本
蓄
積
に
支
え
ら
れ
ス
タ
ー
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ト
す
る
な
ど
、
富
山
の
産
業
発
展
に
対
す
る
売
薬
資
本
の
寄
与
し
た
大
き
さ

は
っ
と
に
知
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
著
者
の
指
摘
す
る
郡
部
町

方
で
の
企
業
展
開
と
い
う
富
山
県
の
特
色
は
近
世
来
の
村
部
と
そ
の
町
場
の

商
品
経
済
展
開
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
も
考
え
る
と
、
北
前
船
主
の
農
工

連
関
型
発
展
に
果
た
し
た
役
割
を
あ
ま
り
過
大
に
評
価
で
き
な
い
こ
と
に
な

る
。
な
お
、
こ
の
富
山
県
の
代
表
的
船
主
と
し
て
取
り
上
げ
る
東
岩
瀬
の
道

正
屋
馬
場
家
が
富
山
売
薬
薩
摩
組
と
緊
密
に
動
き
、
蝦
夷
地
と
の
取
引
に
進

出
し
て
い
る
こ
と
や
、
富
山
藩
と
の
結
び
つ
き
で
も
成
長
し
て
い
る
こ
と
を

先
に
評
者
は
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
（
『
窟
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
』

五
三
号
掲
載
論
文
、
後
に
深
井
著
『
近
世
日
本
海
海
運
史
の
研
究
賑
九
章
に

収
録
）
、
こ
う
し
た
点
は
本
書
で
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
近
世
の
営

業
を
糟
取
り
扱
い
と
し
て
い
る
が
、
著
名
な
安
政
期
の
新
川
郡
内
職
業
調
査

（
灘
晶
山
県
史
』
史
料
編
W
近
世
中
附
録
に
収
録
）
は
道
正
屋
が
綿
商
だ
け

で
な
く
肥
料
商
で
あ
る
こ
と
も
明
記
し
て
お
り
、
同
家
が
蝦
夷
地
産
肥
料
も

扱
い
、
蝦
夷
地
と
の
交
易
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
本
書
で
は
北
前
船
自
体
の
概
念
の
再
検
討
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
、
輸
送

形
態
に
つ
き
買
い
積
み
に
重
点
を
置
く
通
説
は
妥
当
で
な
い
と
す
る
点
に
最

後
に
ふ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
北
前
船
概
念
に
つ
い
て
は
多
く
の
方
が
論
じ
て
い

る
。
し
か
し
、
北
前
船
を
買
積
船
と
し
て
の
側
面
だ
け
で
と
ら
え
る
の
で
は

な
く
、
運
賃
積
み
を
行
う
面
も
評
価
す
る
の
は
早
く
に
一
般
的
理
解
と
な
っ

て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
北
前
船
を
買
積
船
と
定
義
し
た
代
表
的
研
究
者
の
牧

野
隆
信
氏
自
身
も
～
九
九
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
「
北
前
船
研
究
の
歩
み
と
課

題
」
（
柚
木
学
編
『
日
本
水
上
交
通
史
論
』
六
巻
）
で
は
「
買
積
み
を
北
前

船
の
定
義
に
ま
で
入
れ
る
の
は
、
少
し
く
疑
問
を
感
じ
る
」
と
記
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
本
書
が
北
前
船
研
究
に
大
き
な
貢
献
を
す
る
意
欲
的
労

作
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
今
後
著
者

は
民
衆
生
活
に
研
究
課
題
を
移
す
と
記
さ
れ
て
い
る
。
本
書
終
章
の
最
後
に

北
陸
の
生
活
と
文
化
の
豊
か
さ
を
評
価
す
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

ら
、
著
者
は
今
後
も
北
前
船
主
家
の
史
料
な
ど
も
利
用
し
て
こ
の
研
究
を
進

め
ら
れ
る
よ
う
な
の
で
、
新
た
な
船
主
家
文
書
の
調
査
な
ど
も
実
施
さ
れ
、

北
前
船
経
営
の
研
究
も
継
続
し
、
北
前
船
研
究
を
こ
の
新
課
題
も
含
め
て
さ

ら
に
進
展
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
結
び
と
し

た
い
。（
A
5
版
　
四
九
六
頁
・
索
引
一
四
頁
名
古
屋
大
学
出
版
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
九
年
一
一
月
　
七
六
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蜜
山
大
学
入
間
発
達
科
学
部
教
授
）
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